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取扱上の注意事項

次の事項にご注意下さい。

1 ．出力側から電圧、 電流を加えないで下さい。

2電源電圧 AC90~llOV および DCll~

15V 以外の電圧で使用しないで下さい。

3使用湿度範囲 (-10~+5 0 ℃)、湿度範囲

(90%RH 以下ただし結露除く）以外で使

用しないで下さい。

4 ． 本器に水、油、 塩分などかからぬように注

意して下さい。

5．本器の筐体は必ず接地して使用して下さい。

6. 6 M 6 2 形ぱニッケルカドミウム電池が内

蔵されておりますので、 極端な高低湿放置

を避けて下さい。

また、 長時間放置後は電池の容量が低下し

ますので、 毎月 1 日位の通電を行って頂き

ますと長期に渡り内蔵メモリが保持でき、

電池の劣化も防げます。
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ま え ヵ；‘
き

このたびは当社動ひずみ測定器6M 、ンリ ー ズをお

買上げいただき誠に有難うございました。

当6Mシリ ー ズは性能はもとより適度な小型、軽量

化、 耐振性、 信頼性向上またツマミ類の形状等の細

部まで吟味、検討し開発した製品です。必ずや各位

のひずみ測定のお役に立つことと思います。

万 ー不備な点がありましたならば最寄りの店所まで

ご連絡下さい。

当社ひずみ測定器には、 下記の製品が販売されております。次の機会に、 是非御検討下さい。

形 式 方 式 CH数 バランス方式 感 度 周波数特性 主用途

6M41A ACブリッ汽丸 6 手動バランス 0.lV/lOXlO'ひずみ DC~2KHz 野外のひずみ測定

6M6 1 ” 1 II 0.5V/10Xl0
―

bずみ II ひずみ測定等

動ひずみ測定器 6M6 2 ” 1 自動バランス ” ” ” 

6M7 1 DCプリッジ式 1 手動バランス 0.5V /IOOxto°uずみ DC-知KHz 変換器測定

6M7 2 ” 1 自動バランス ” ” 直流増幅等

静ひずみ測定器 7V O 6 ” 1000 演算処理 測定範囲30000 多点のひずみ温度
XIO-9ひずみ 直流電圧の測定

6M6 1~72形では、 下記の ユ ニ ットケ ー ス、 ユニ ットハウジングが用意されています。

形 式 項 目 備 考

43508 l CHのユ ― ットハウジング（足のみ）

43509 2CH ” （電源、 キャリア共通）ユニット
） ハウジソグ 43510 3CH ” （ ” 

4 3 5 1 1 4CH ” （ ” ） 

7750 3CHベンチト ップケ ス

7752 6CHベンチトップケ ー ス（前フタ付）
全CH同時に校正、 オー

ユニ ットケ ー ス 7744 8CHベソチト ップケ ー ス（前フタ付）
トバランス信号が印加される

7743 8 CHラックマウントケ ー ス



計測のブロ ックダイヤグラム

本器は測定すべき現象の大きさ、 現象周波数及び測定時間等を考慮して全測定系を組むのですが、 その

中でも最も多く使用される測定系をプロ ック図にしておきます。

□ 閾 I 動ひずみ測定器 I I 記録および処理 I

ひずみゲージ
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オシロスコープ 波形観測

デ ー タレコ ー ダ 磁気テ ー プでの 波形記録

デジク ボルトメ ー タ デジタル表示
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C
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XYレコ ー ダ 作 図

中帯域の波 形記録
電磁オシログラフ

(DC~3600Hz) 

波形の統計処理
デ ー タ処理装置

デ ー ク解析
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1. 各部の名称と機能
1 - 1 前面パネル

①モニタメ ー タ

現象のモニタ用です。中央の緑の発光ダ
イオートは出力が士約lOOmV以内で点

灯します。出力が士約10. 5 V以上になる

とオーバーした側で発光ダイオ ー ドが点

滅します。

②初期バランス調整用押しボタンスイッチ

(C BAL) : 6M6 1

(AUT0):6M62

6 M 6 1の場合は容量パラソスが、

6 M6 2の場合はさらに抵抗バランスが

自動的（約 1 秒）にとれます。
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③抵抗調整ツマミ(R BAL)

抵抗不平衡分の調整ができま す。右へ回
すと出力は正（プラス）へ、 左へ回すと
負（マイナス）へ移動します。外側のロ
ックツマミを右へ回すとロック（固定）

できます。

④減衰器ツマミCATT)

感度（利得）切換スイノチです。 右へ回
すと感度（利得）は増加します。出力0.5
v/1ooox10-- ひずみ（プリッジ電圧
B.V=2.5V)から出力0.5V/l OX 1 o-•
ひずみ(B.V= 2.5V)まで変化できます。

⑤感度〖利得）微調整ツマミ(VAR)
右ヘ一杯に回したときの感度（利得）は
④の設定値になり左へ回すに従って感度

は減少します。左ヘ 一 杯に回すと④の設
定値の約1/2.5倍になります。外側のロ
ックツマミを右へ回すとロックできます。

⑥校正値設定ツマミ(CAL)
表示値は入力換算値です。 値はゲージ率
2. 0で1ゲ ー ジ法での等価電圧値です。

⑦校正値印加スイッチ
⑥で設定された値を印加するためのスイ
ッチです。 上に倒せばプラス（テンシ ョ

ソ）へ、 下に倒せばマイナス（コソプレ
ッション）になります。

使用後は必ず中央OFFに戻して下さい。
®ロ ーパスフィルタ切換スイッチ

(FILTER) 
本器のフィルタは3ボ ー ル、約ー18 dB/ 
octのバタワ ー ス形です。

⑨電源スイッチ(POWER)
押し込むと電瀕が投入され、再度押し込
めばOFFになります。
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I - 2 背面パネル
⑩入カコネクタ(INPUT)

ブリッジボックス、 変換器のプラグを接

続します。

⑪放熱孔
ふさがないようにして下さい。

⑫出カコネクタ1 (OUTPUT 1)
出力電圧、 電流はナlOV，士5mAです。
電圧入力の記録器（デ ー タレコ ー ダ、直
流増幅器付オ 、ンログラフ）A/D変換器
などを接続します。

⑬出）Jコネクタ2 (OUTPUT 2)
出力電圧、 電流は士lOV，士75mAです。
土に電磁オシログラフを接続しますが電
圧入力の記録器なども接続できます。
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⑭ヒ ュ ー ズホルダ
電源ヒ ュ ー ズです。

⑮マルチコネクタ
電源はここから印加されます。
その他6,8チャンネ尼ケースに収納時、

全チャソネル校1E贔印加、 全チ ャ ソネル
ォ ー トバラソス信号印加(6 M 6 Iの場
合は全チャソネルCパランス信局印加）
などにも使用します。



2. 測定準備

2 - 1 ケ ー ブルの接続
2 - l - 1 入カケ ー プルの接続

(1) 測定する場所に先ずひずみゲ ー ンを貼
って下さい。

(2) ひずみゲ ー シをプリッンホックスに接

続して下さい。 測定点と本器との接続

ケ ー ブルを短くした方が誤差が生じにく
くなります。

※

(3) プリッジボックス、変換器用ケ ー ブル
を背面の入カコネクタ⑩に差込んで下

さい（）

※詳細は3 - 1測定前の注意事項を
参照して下さい。

10 
亦印

2 - 1 - 2 電源、 出カケ ー ブルの接続
(1) 使用する電源に合わせAClOOV用

(AC90~1 1 ov)またはDC 1 2V用
(DC 1 1~15V)電源ケープルを接続
します。

(2) 接続する記録器に合わせ出カケ�ーフJし
を接械します。

※詳細はふー 3出力と負荷の接続の項
を参照して下さい。

※本器は小形軽量化のためスイッチソ

グレキュレ ー タを用いていますo筐

体は必ず接地して下さい。

差し込むときは， この部分を
もって押して下さい。

二
（本器背面バネル）

引き抜〈ときは． この部分を持って
回さないように引張って下さい。

図 3

白線マ ー ク

亦印「 01UTPUT7

◎ 

＊ ケ ー プルロック

差し込んでから
右へ45 ゜ 回すと
ロノクされる。

差し込んてから右へ回すと
ロソクされる。

OUTPUT 2用ケープル

電諒ケ ー プル ＊ （注）・・ケ ー プルロIク付は単体のときのみ。

図 4
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2 - 2 測定前の操作
2 - 2 - 1 単体（ユニット）操作のとき

(1) 減衰器ツマミ CATT) を OFFにして
下さい。

(2) 上記以外のツマミ、例えば校正値設定
ツマミ(CAL)ロ ー パスフィルタ切換

スイッチ(FILTER)、などはどの位置
でもかまいません。

亘

(3) 電源スイッチ(POWER)を押し込む
と電瀕が供給されます。

(4) 減衰器ツマミ OFF の位置ではモニタ
メ ー タの中央の緑色の発光ダイオ ー ド
が点灯します。
約 1 0分間予熱を行って下さい。

l初期バランス1

(5) 正常なひずみ測定を行うためにはブリ
ッジの初期バラソスをとる必要があり

ます。
a 手動バランス 6 M 6 1 形

モニタメ ー タを見な がら抵抗調整ツ
マミ (R BAL),容鼠平衡調整押ボ
タンスイッチ(C BAL)、減衰器
ツマミ (ATT) を操作し初期バラン
スをとります。

減衰器ツマミを右へ回すと利得は増
大します。
モニタメ ー タが正（プラス）側（テ
ンション側）を表示しているときは
抵抗調整ツマミを左へ回して中央の
緑色の発光ダイオ ー ドが点灯するよ
うにします。負（マイナス）側を表示
している時は逆にして下さい。この
状態で(C·BAL)のスイッチを押す
と発光ダイオ ー ド点灯位置が変りま

す。
減衰器ツマミを徐々に右へ回しながら
上記操作を繰返し(C BAL)スイッチ
を押しても中央の緑色の発光ダイオ

- 4 _ 

ードが点灯しているように調整して
下さい。

b オ ー トバランス 6M62形
減衰器ツマミ を右へ回し利得を上げ

オートバランス押しボタ‘ノスイッチ
を押すと自動的（約1秒）に初期バ
ラ ‘ノスが とれモニタメ ー タ中央の緑
色の発光ダイオー ドが点灯します。
さらに微調整が必要な場合には抵抗
調整ツマミを回すことによって可能
となります。
（調整範囲は士 50X10

―

6ひずみ）
(6) 予想されるひずみの大きさに合わせて

減衰器ツマミ、校正値設定ツマミを設
定して測定に入ります。
なお、本器の入力範囲は資料編を参照
して下さい。

2 - 2 - 2 ユニット組合わせのとき
(1) 6 ,  8 チャンネルケ ー ス収納するとき

a 電椋ケ ー ブルの接続

OI OI Ol OIOI OI OI O 

相止結線井Iハ ー モニカ端子

8チ ャ ソネルケ ー ス背面図
図 5

AC電源ケ ー ブルはユニットの標準

付属品と共通に使用できます。
DC電源ケ ＿ ブルは6, 8チャンネ
ルケ ー ス専用のものを使用します。

b ブリッジ電源の同期
ユニット相互の同期はケ ー ス内部で
配線されています。

c 初期バランス調整用押しボクンスイ
ッチの使用法

6, 8チャソネルケ ー ス収納時でも
単体でCバランス (6M6 1)、
AUTO バランス(6M62)がとれます。



6. 8チャンネルケ ー スの全チャン
ネルAUTOスイノチを倒すと全チャ
ンネルのCパランス(6M6 1)、AU
TOバランス(6M 6 2)がとれます。

a 校正値設定ノマミ、校正値印加スイ
ッチの使用法
6, 8チャソネルケ ー ス収納時でも

単体で校正値の設定、印加が可能で
す。6, 8チャソネルケ ー スの全チャ
ンネルCALスイッチを倒すとユニッ
ト側の校正値印加スイッチかどの位

置でも全チャソネルCALスイッチが

優先して、各ユニットで設定された
校正値が印加されます。

e 6, 8チ ャ ンネルケ ー ス相互間の結
線について
6, 8チャソネルケ ー スはケ ー ス相
互間でプリッジ電源の同期、全チャ
ンネルAUTO,CAL信号の結線がヶ

ス背面の端子でできます。
ケース相互間の同期は、ケ ー ス背面
の同期用スイッチをすべてSYNC側

に倒した後、同期端子を相互に結線
します。
その後、 1台のみ同期用スイッチを
osc 側に倒して下さい。
全チャソネルのAUTO, CAL信号
の結線は図6の様に行なって下さい。

①
 

①のケースが主発娯器

この結線を行ないますと、どちらか
のケースの全チャソネルAUTO,

CALスイッチを操作すると全ユニッ
ト同時にCバラソス(6M61),
AUTOバランス(6'\1162),または
CAL信号が印加されます。

(2) 3チャンネル用ケ ー ス、ユニ／トハウ
ジングに収納するとき

a 電源ケ ー プルの接続
AC, DC電源ケ ー ブルともにユニ
，，トの標進付属品と共通に使用でき
ます。

b プリッジ電源の同期
ユニット相互の同期はケ ー ス（ユニ
ットハウジング）内部で配線されて

います。
c 初期バランス調整用押しボタソスイ

ッチ、校正値印加スイッチの使用法
単体と同様、それぞれ個別に印加し
ます。

d ケ ー ス（ユニットハウジング）相互
の同期は、ケース（ユニットハウジ
ング）背面の同期用スイッチをすべ
てSYNC側に倒した後、同期端子
を相互に結線します。その後、1台
のみ同期用スイッチをOSC側に街
して下さい。

注） lCHユニプトハウジング相互では同
期はとれません。
多CHで使用する際には必ず2CH
以上のユニットハウジソグ、または
ケ ー スを用いて下さい。

AC, DC電1原入力 II
祠餅端子

AC,DC電源入力

図 6
図 7 

I 
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(3) 他機種との同期のとり方

当社製動ひずみ測定器として本器、

6M61, 6 2の他に6L4,6M51,6M52

6M53および6M41Aがあります。

ここではこれらの動ひずみ測定器と本

器との 同期のとり方について記します。

a 6M 5 1, 5 2, 5 3，と同期をとる場

合

本器相互の同期のとり方と同様です。

各動ひずみ測定器と本器ケース（ユ

ニットハウジング）の間の同期端子

を図7の要領で接続し、 そのうち一

台（どの機種でもかまいませんが本

器の発振器の歪率が最も少ないので

本器が望ましい）のみをOSCに他

はすべてSYNCにします。

b 6M41Aと同期をとる場合

6M41Aを親にする場合

o 6M 4 1 A

搬送波周波数を5KHzにする

o6M61,62 

ケ ー ス背面の同期用スイッチを

SYNC側にする。

6M41A 
5KHz 

6M61, 62 
SYNC 

＋ 

共ャリアの十1tt1J

キャリアの 一 1HIJ

図 8

6M 6 1, 、 6 2 を親にする場合

o 6M61,62

同期用スイッチを0 SC側にす

る。

o 6M4 lA

搬送波周波数切換器をSYNC

にする。
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6M61, 62 
5KHz 
＋ 

図 9

6M41A 
SYNC 

-4V

c 6 L 4と同期をとる場合

6L4の同期侶号は0.35 VRMSで す。

これに対し本器の同期信号は

2.5 VRMS です o (6 L 4以外の当

社製ACブリッジ式動ひずみ測定器

の同期信号はすべて2.5VRMS です）

•本器の発振器を用いる場合

この場合は同期信号を分圧します。

6M61, 62
5KHz 

十 一

R1 

R2 

コモ ‘./�

図1 0 

6 L 4をSYNC側にしたときの入

カイソビ ー ダンス凡は約25KOです。

したがって、 R9，比の値は次表の通

りになります。

6 L 4 Rl R, 

1 ch 2.1 5Kn, 355-U 

2 ch 2.l 5Kn, 3 6 on、

8 c h 2.1 5 Kn 3 9 40. 



正確を期するためには図1 0のよう
に増幅器を用いれば6 L 4側の同期
信号入力のイソピ ー ダ ‘ノス恥の影響
を無視できます。

6M61, 62 5KHz 

2.5V(RMS) 
R1 

R2 

図1 1 

6L4 

SYNC 

R3 

増幅器の出力が0.3 5Vになるように
R,'比および増幅器の利得を調整す
る。

• 6 L 4の発振器を用いる場合
この場合は直接同期端子間を接続し
6 L 4 を OSC に、本器側をSYNC

にして用います。
この時のブリッジ出力は6 L 4は正常
の値を示しますが6M61, 6 2側は
0.3 5/ 2.5の値を示します。ただし
CAL値との相対関係は同じですq)
で必ず本器のCALによってデ ー ク

を読んで下さい。
2 - 2 - 3 ラックケ ー スに収納するとき

(1) 8 チャソネルラックマウントケ ー スを
用いて多段設置する場合に は次の点に
ご注意下さい。

(1) 8 チ ャ ソネルラックマウントの積み重
ねは最大4段(3 2チャソネル）を限
度とするのでこれ以上の場合はファソ
ユニットを用いて下さい。

(2) 風の上昇を妨げるケ ＿ ス（図の斜線）
がある場合はそのケ ー スの直ぐ上にフ
ァソユニットを用いて下さい。

(3)風の上昇を妨げないようにケーブルの
引き出しはユニットから離して下さい。

ケー ス

-7-

ファンユニット

↑ ↑ファ／ユニ ノ ト

ラ，クケ ー ス

図1 2 

測定が終了したときには

(1)減衰器ツマミをOFFに する。
(2)各ユニットの電源スイyチをOFF

にする。



3 測定方法
3 - 1 測定前の注意事項

測定前には次表の諸点を注應、 チェックして下さい。

項 目 注 音9Cヽ 事 項 理 由
．接続個所は半田付とし 、 コ ネクタ類は確実 接続不良、 雑音発生、 動作不安定

ひずみゲ ー ジ 、 ブリッ に取付ける。
ジボックスの設置環境 ・ひずみゲ ー ジの絶縁抵抗は6OMO以上。 動作不安定、 雑音の混入

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入
・周囲の湿気は少なく、 高温を避ける。
• 1oox10

―
6 ひずみ以下の測定では急激な混 動作不安定

度変化を避ける。
・ひずみゲ ー ジとブリッジボックス間のリー ゲ ー ジ率の低下、 出力の直線性悪

ド線 は必要以上に長くしない。出来るかぎ く なる。
りシ ー ルド線をもちいる。 雑音の混入

・ブリッジボックスと本器との間のケ ー ブル ブリッジ電圧降下により信号と内
を必要以上に長くしない。 部校正値との間に誤差を生ずる。

動ひずみ測定器の設置 ・周囲温度、 湿度は 一 l 0~+5 0℃,9 O%RH 動作不安定
環境 以下（結露除く）とする。

・振幅は3 G以内とする。 破損のおそれ
・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入
．筐体は必ず接地する（特にAC 1 0 OV使用 雑音の混入

時）
・ブリッジ電圧はひずみゲ ー ンに合ったもの ひずみゲ ー ジの発熱

動ひずみ 測定器の操作 にする。
・コネクタはしっかりと接続する。 動作不安定、 接触不良
・電椋電圧は仕様内（AC90~llOV,DC 電源電圧が低いと動仔不安定、 高

1 1~1 5 VJとする、 とくにDC12V使用 いと発熱、 素子の耐圧を越える。
時には極性に注意する。 DC12Vの極性を逆に印加すると

動作しない。
・電源スイyチは減衰器ッマミをOFFにし ブリッシがアンバラソスであると

た後に入れる。 高出力となる。
• 6M6 2形のオ ー トバランス時には、 ひずみ バランスがとれなくなる。

ゲ ー ジにひずみを加えない。
・測定中、 減衰器ツマミおよび利得微調整ツ 設定した校正値の振幅が変化する

マミは動かさない。
・ロ ー パスフィルタは特性を理解して使用す 位相差、 振幅減

る。
・出カケ ーブルをシ ョ ー トしない。 電源が起動しないことがある。

回路の発熱

- 8 -



3 - 2 入力部の接続
3 - 2 - l ひずみゲ ー ンによるフリ ッジ構

成例
フリ ノ ‘ノの四辺にひずみケ ー シを組込む場

合、 ケ ー シはl , 2, 4枚の組合わせが行
われます。
またひずみゲー ンの受けるひずみにより、

同符号同値、 畏符号同値、 異符号 一定比例
値なとの場合に分けて組合わせが考えられ
ます。 さらにプリソンの特長を有効に利用
し、 趾度補償、 誤差消去およひ出力の増大
策などかとられます。
ここでは一般に用いられるひずみゲ ー ンに
よるフリッ／構成例を記します。
なお使用する記号は次の通りです。

R ：固定抵抗の値(Q)
Rg：ひずみゲ ー ノの抵抗値(Q)
Rd:ダ ー ミ ー ゲー ジの抵抗値(0)
r :リー ・の抵抗値(0)
e :フリノンからの出力電圧(V)
k ：使用ひずみゲ ー ジのゲ ーシ率

(2. 0とする）

ホィ ー トストンブリッジ接続表

€ ：現象ひすみの値（］ 0-6ひずみ）
E :プリッ／の印加電圧(V)
レ ：被測定体のボアソン比

ひずみケ ー シの貼り方、 ケ ー ノ自体の特徴
はひずみゲーシメ ー カ ―｀ー の技術資料およひ
日本非破壊検査協会編集「電気抵抗ひすみ
計によるひすみ測定A I等を参照してl

、

さ
い。
ブリッシホックス配線汰は5 3 7 0形のブリ
ッジボソクスを使用した場合です。
旧形5 3 1 4形を使用する場合はC, D端十
の位置が違いますからご注慈下さい。
また、 旧形プリッシボノクス(5 3 1 4形）
で対辺2アクティプゲ ー ジ法を組む揚合は
改造を要します。

000® 

旧形ブリッシボックス5 3 1 4形

図 1 3 

I9 9 1 路 ゲ ージ法 具 体 例 プ•J 9 ン4、 , 9 ス配松J、 鉱 ,'

l) 

Iゲ ー ジ法

Iゲ ー •; 3 

線式結線出

,. A LTクチプ
I ダ く 一

ヶ・ ー ・；法

• iバもl弘、/l'i:また9_t i"純
曲；げ刈り合に通する

，、

•関弗Jヽ温1烈'[itか少ない屯
合に8するc

·I,;''''"そJ、主よで、9 I n、

• i"純・ll張、ff縮また99it純
曲け9渇玲に過する。

’ひずみケーノリート線の温
度補償＾

・校 l l - I，"そのままでurn

• it純ヽ｝l出、II縮または'P純
曲けい出合に過する。

·I品疫補償
・校 91 1,'そのままでu i na 

-- 9 -



'"' 格 ゲ ージ法 具 体 倒 7． ，J ッ ンホ ソ クス1\'.線沈 緬 長＇

l) 

A
 

2アクチプ
，， ―.;,法

・中純9;l張、圧縮または単純
曲げの場合に適する。

直度補償
汲止値x(「+つ）

または現象lox 1/(It, ) 
で6tn

A
 

2アクチプ
，，ー ジ法 ごー、ユこ：

・曲げひずみのみ検出
• 91張、圧縮ひずみを消L
・混度補償
・町「値> 1/2または

現象値X 1/2で 9,t n

ヽ
ヽ

R,2 

I) 

A
 

D
 

ク

ジ

ァ
＿

2
ゲ

辺
ィ

対

チ

法

対辺27 9 
チプゲージ
3線式結線

法

4アクチプ
ゲ ー ジ 法

I) 

4 7 9チプ
ゲ ー ジ 法

D
 

A
 

4アクチプ
ゲ ー ジ法

量＼込，

喪凡， "'· 比， 心，

凡， R99 

・'}l張、圧縮ひずみのみ検出
・曲げひずみを梢ム
・温度変化の影響は倍哨され

る
・校正値X l/2または

視象値X l/2で計n

・引張、圧縮ひずみのみ検出。
・曲げひずみを消去。
・温度変化の影11は倍堺され

る。
•ひずみゲージリード線のIll

度補償 J

・校正値x l/2または
視象値X 1/2で計算

・引張、圧縮ひずみのみ検出
・曲げひずみを消去
直度補償
・校＂値X汀占アまたは

現象値x丙ゴ←了）で計臼

・曲げひずみのみ検出
・引板、圧縮ひずみを消去
・温度補償
・校，F値x l/4また19

現象1貞'1/4で叶算

・ねじりひずみのみ検出
・11張、圧縮、曲Ifひずみを

梢上、
・温度補償
・校l「値X 1/4または

現象値X 1/4で口t n

-10-



3 - 2 - 2 プリ 、ノ‘ンボックス

プリソノボノクスは箱、 ケ ー ブルおよびコ

ネククよりなり、 箱にはひずみゲ ー ノ接続

用端子を設け、 3 個の高性能抵抗（ 1 20 Q)

を内蔵しています。

これにひずみゲ ー ノを接続してフリッソ回

路を構成します。

(l) 設置方法

a なるべく測定点に近い場所に置いて

ドさい。

b 固定する場合には 図1 4に示す取付

穴を利用してビス止めします。

c 水気の多い所、 湿度変化の激しい所

および強電界、強磁界中に設置する

(/)は好ましくありません。

d 設置が完了したら接続ヶ ー ブルはなる

べく動かないよう固定して動ひずみ

測定器に接続してドさい。

(2) プリッンポックスの結線

a コネクタの結線は図 14 に示すようにビ

ン番号A, Cがプリッジ電掠の供給

で、 B , Dが動ひずみ測定器への入

力となります。

Eはコモン端子です。

人 力

JJ9
9
 

U
パ

図1 5 

c ひずみゲ ー ／の抵抗値が1 2 0 0以

外でブリッ 、ンボックスを使用する楊

合は、前項3 -Z- 1の4アクチプゲ

ーシの接続と同じになり、 1ゲ

ー、ノ法ではひずみケ ー シと同じ抵抗

値の抵抗が3本、 2ゲ ー ジでは2本

の抵抗が必要になります。

図1 6 

口

誓ロ

豪取付穴

ケ ーースア ー ス灌イ•

d ブリノンホノクスまたは変換器より

本器までのケ ー プルが長い場合には

ケ ーブル の導体抵抗により次表のよ

うにブリッシ電圧が降下します。

a. 5 sq線材を 使用したときの

ブリッシ電圧降ド率（％） （＋2 0℃)

図1 4 

b ひずみを測定するためのプリノジで、

ひずみゲ ー ジは種々の接続法が用い

られます。 これらの接続法は前項
3 - 2 - 1を参照して下さい。

またフリッゾボソクスを中継して各

種の変換器を使用する楊合には図の

ように接続して下さい。

線長 20m 50m I 100m 2 00 m 
フ�リッジ抵抗＼

6 on - 2.1 -6.1 -1 1. 5 - 20. 7 
I 2 0 -1.2 - 3.1 - 6 1 -1 1. 5 
3 5 0 - 0.4 -1. 1 - 2.2 - 4.3 
5 0 0 - 0.3 - 0.8 - 1. 5 - 3.0

l O O 0 - 0.2 - 0. 4 - 0.08 - 1. 5 

また、 周囲の混度変動によってヶ ー プ

ルの導体抵抗か変化しブリッシ電圧

は次表のように降下します。

-11-



ケ ー ブル長5 0 mの場合の電圧降下率（％）
ョ→

混度1 -1 0℃ I +20 ゜しに。℃プリッジ抵
6 0 [l 

平均値
-5.4 -6.l -6.8 -0?3-/+IO℃

注） コネクタのE端子にはA,B,C
Dのいずれもが接続されていない
こと。

1 2 0 
3 5 0 
5 0 0 

!, 0 0 0 

-2 8 | -3 1 | -3 5 | -0 1 3 /+ 1 0℃

］三
- l. 2 

9
-

4

o
i

o

＿
＿

＿

 

-0.03 /+! 0℃
-0 、03 /+! 0℃ 
-0.01 /+10℃

ブリッジ電圧の降下によりプリノシ
からの出力電圧と校正値(CAL)と
の間に誤差を生じ校正値の補正か必
要です。
補正の方法は3 - 4 - 1 (3)項を参照
して下さ い。

e ひずみゲ ー ジよりブリッシボックス
までのリ ー ド線が長い楊合初期バラ
ンスがとれたとしても見掛け上ゲー
ジ率が低下したり出力の直線性が悪
くなります。ひずみゲ ー ジからのリ
ード線は短くして下さい。(5m以下）

3 - 2 - 3 変換器を使用したときの測定
ひずみゲ ー シ式変換器の多くは測定しよう
とする物理量を弾性体で受け、これに生ず

るひずみを電気量に変換しています。
この弾性体の部分を受感部または起わい部
と呼びます。受感部 の材料は比例限度か高
くクリー プやヒステリシスの小さなも のが

使用されています。受感部にはひずみゲーシを
接着しブリノシに結線され、温度補償を行
いさらに防湿処理が施されています。
なお各種変換器についての詳細は各メーカ
ーの技術資料を参照して下さい。
(1) 本器と変換器の接続

各種の変換器を本器と組合わせて使用
する湯合には図のように結線します。

D
 

入
口百

(2) 変換器使用上の注意事項
a 変換器の固定が不安定であると誤動

作、雑音発生などの原因となるので

変換器メ ー カ ーの使用説明書を参照
してしっかり固定して下さい。

b 変換器、接続コネクタは 一 般には耐

湿袢ですか、水、雨などがかからな
いようにして絶縁を保って下さい。

c 変換器に印加できる最大プリノ 、ノ電
圧はブリッン許容電流、 トリフトな
どを考慮して次表のようになります。

詳細は変換器の取扱説明書を参照し
て下さい。

フリッジ抵抗 プリッジ電圧
6 0 0 0. 5 V

1 2 0 4V以内
3 5 0 II 
5 0 0 // 

1 0 0 0 ” 

注）半導体変換器は湿度補償ので

きる電圧に合 わせて下さい。

d 本器から変換器までのケ ーブルが長い

場合の注意事項は3-2-2の(2)-d

項によります。
e 使用する変換器は本 器 のコモン(E)

端子と他の端子(A, B, C, D) 

が接続されていないものを使用して

下さい。
f 変換器および接続ケ ー プルは強力な電

界中や磁界中に置かないようにして

下さい。

1唆換器等（面（叫洛（ヽ

図1 7 
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3 - 3 出力と負荷の接続
本器にはOUTPUT 1,OUTPUT 2 
の2通りの出力が用慈されています。

(1) OUT PUT 1
この出力は出力電圧、 霞流は士1 0V,
ナ5mA(2kQ負荷以上）なのでここには
デ ータレコ ー ダ、 ペソ書きオシログラフ
なとの電圧入力機器を接続して下さい。

(2) OUT PUT 2
この出力は出力電圧、 電流は士1 OV,
土75mA(1330負荷以上）なのでここ
には主として電磁オシログラフを接続し
て下さい。
なお電圧入力機器も接続可能です。
出カケ ー ブルは図の通りです。

◎□’:::·[][]=二ニ::□：1�＋pu1‘

と同し

図1 8 

3 - 3 - 1 データレコ ー ダとの接続
テ ータレコ ーダの入カレベルに十分注意し
てドさい。 とくにFM変調方法によるデ ー

タレコ ーダでは過大入力における過変調に
より記録できなくなります。 そのため本器
は過大な出力電圧を表示する機能を持って
います。
図のように過大ンベル（士約1 0.5V)を越
えた側で一 定時問点滅を繰返します。
モニタメ ータは本器の帯域である2kHz
までの過大レベルのチェックができます。

約＋ 10 5V 

•9 lov 

o V 

-WV 

/

「

I

臣 森I
-WV 1▲ lov 

図1 9 
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デー タレコ ー ダとの接続では次の点に注意
して下さい。

a 直接接続できる場合
入カレベルが2 0 Vp-p（士lOV)以
上印加でさるデータレコ ＿ ダは直接
接続できます。

b 入力に分圧［n［路を必要とする楊合
テ ー タレコ ー タの入）］レヘルか土l

Vのも のは分圧回路が必要です。 こ
のときにはインピ ー ダンスにご江意
下さい＾

本器 分圧回路 テー ターレコ ー ダ

R, 

R2 IR, 

「
― - - - ] 

C, 

L-----j 
図2 0 

本器の出カインピーダンスは帯域が
上ると大きくなるので

R。(Q) +L。(JJ.H)の表示を用い
ます。
図のように分圧回路を入れた場合下
記の例のように誤差を生じます。
例

デー タレコ ーダの入カイソビーダン
ス R i = 1 0 0 k O, Ci = 1 O O pF
本器の出カイソヒ゜ ー ダンス
R。 = 10,L。 = 2 0 0 JJ.Hのと き
1/10の分圧比を得た場合表のよう
な誤差を生じます。



Rl R, 分圧回路によって生ずる誤差（％）
(kO) (kO) 

'直 -
-
0-8 ]-0一. 一H0 z 

8 
500�H一 z

-ー可o. o ロs I - o. o 9 9 0 I 1.1 - 0. - 0. 0 8
， 1.0 1 - 0. 0 2

3 - 3 - 2 電磁オ 、ンログラフとの接続
電磁オンログラフの入力部分には次の種類かあります。本器の最大出力電流は土7 5mAなので
直流増幅器内蔵以外のものはカルハノメ ー タの安全電流内で使用して下さい。

電磁オシロ入力部 回 路 入力の種類当社の電磁オ 、ンロの形式名 注意する点

直流増幅器付 �·
ij
�
,, 電 圧 5L35, 36 , 37 入カレンジ

本器 電磁オンログラフ

振幅調整器付
じ＞

,j,
――0゜ ,£ l 9 カル， 電 流 5L31,32, 33 , 3 4 ガルバノメ ー ク

制動紐 の安全電流

シリー

振幅調整器なし 口こ占；工。°電磁オ／ログラフ 電 流 5M2 1 (オプショ ン ATT
H ガルパ 付）

制動抵抗 5M 1 1 , 1 2 C 
なお次は販売中止になって
います。
PR-101,5Ll6,17, 
FR� 2 O 1, 3 O 1, 1 0 2 

振幅調整器かない電磁オシログラフでは、次表のようなシリ ー ズ抵抗を接続して下さい。

ガルバノメ ー タ 感度 一様な 外部適正 、ンリーズ 振 幅 （光学長3 O cm) 
形式番号

3 3 1 1 
3 3 1·2 
3 3 1 3 
3308 
3 3 0 3 
3 3 0 4 
3 305 
33 06 

周波数範囲
DC~70Hz 
DC~! 70Hz 
DC~260Hz 

一 ロ

DC~6 50Hz 
DC~750Hz 
DC~lkHz 
DC~2kHz 
DC~3.6kHz 

制動抵抗
8 0Q 
1 4 
1 2 

00 

00 

CX) 

00 

00 

抵 抗 瞑／10 X 10
―
'ひずみ

lOOkiJ 約3.4
1 0 k 0 2.7 

2kQ 2,6 
lkO 3.8 
lkO 2.2 

5000½W 1.5 
2000 lW 1.1 
1500 lW 0,8 

注1 ． 減衰器ツマミX 1,利得微調整ツマミ右 一杯、B.V=Z. 5 V 
注2. 光学長1 0 cmのときは振幅が％になります。
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3 - 4 測定値の読み方
オシログラフに接続して波形を記録し
たとき測定値の読み方について説明し
ます。 B 

A
 

CALと信号の重畳
’``‘9/ 

'°cAL値
1

測定波形

図 2 1 

B点の測定値

B (B点での振幅）

A (CAL波形の振幅）
XCAL設定値

(1) ひずみゲ ー シを使用したときの測定
CAL設定値：500Xl0

―

'ひずみ
CAL波形の振幅：1 0開阪

B点の振幅：2 2 証

B点のひずみ量＝-H-xs o ox 1 o
―

6 

（ひずみ）
=1100Xl0

―
6 ひずみ

ただしゲ ー ジ率2,0, 1ゲ ー ジ法で測定
した場合

＝ 

e = 1/4 • K • c • E
- 1/4 • 2 • 2 • f
ニニ €

すなわち10-8ひ ずみは1マイクロホ
ルト（1tV)に、またJOOOX!O

―
s

ひずみは1 rn Vに相当し定格出））
2mVは2000Xl()

―

6 ひずみに相当
します。
従って1 0

―
6ひずみ校正値はフリ ノ ／

電圧に関係なく次のようになります。

(2) 各種変換器を使用したときの測定
（物理量の算出）

a 1 o"" ひずみ校正
この校正電圧値はブリッジ電圧と連動
し常にパネル表示値(50Xl0

―
’ ~

2 0 0 0 X 1 0"" ひずみ）の値で校正属が
印加できます。

例
定格容量1 ton,定格出力lmV/V
のロ ー ドセルを使用するとき定格出
力lmV/Vをひずみ換算するにはロ
ードセルを
B.V(E)=2Vで使用した場合、定
格出力は

lmV/VX2V=2mV
ゲージ率（ K) を 2. 0 ,  1 ゲ ー ジ法

とした場合プリッジに印加されるひ
ずみ量（€）と出力電圧（e)の関
係は次式の通りになります。

1 o-• ひずみ校正値 定格容量校lF伯
2ooox10""' ひずみ 1 ton x 1 = 1 t �n 
1000X10;- -]口→五万＿ 500kg

500X10-e
2oox10-e

1 ton Xレ'4 二 2 5 Okg
1 ton X VlO = 1 0 Okg

計算式は

定格容量校正値

本器のl 0
―

6 ひずみ校正値
定格出力値（1 0

―

6 ひずみ）

x定洛容量

物理贔（荷重）の算出

B

図22

定格容鼠校正値：25 Okg
(500Xl0

ー
＇ ひずみ）

CAL波形の振幅：1 0 疇

B点の振幅：22 紐

以上から
2 2 

B点の荷重＝ 一ーX250kg
1 0 

= 5 5 Okg

となります。
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3 - 4 - l 校正値(CAL)の補ll
（］） ゲ ー シ率の異なる場合

本器のゲ ー ン率は2 0となっているの
でゲ ー シ率2. 0以外のひずみゲーシを
使用した場合は卜

→

記の計算により求め

ます。
真のCAL値

2 ---Xベネル表示のCAL値
Kc 
Kc ：使用ゲ ー ンのゲ ー・ノ率

(2) ケ ー シ法の異なる鳩合
プリノ／電圧とフリソン出力電圧には

次の式か成立します。
1e -ニー •K • f ·Exゲ ー ジ法
4 

ここで
K

€

E
 

：ゲー ジ率
：ひずみ量
：プリッシ電圧

本器の校正値(CAL)はゲ ー ン率
2. 0で1ゲー ン法での等価電圧値です。

• 4ゲージ法での校正値は従って2
次表のようになります。

(3) プ リ ソシホノクスと本器との距離が

長
い場合

ブリッシホyクスまたは変換器より本
器までのケープルが長い場合にはケ ープル

の導体抵抗によりブリッジ電叶が降ド
します。 （／品度変化による影響もあり
ます）
このことよりフリッ 、ノ出）J電圧と校Iト
値(CAL)との問に誤差を化じます。
電圧降下率は次表を参照されるかブリ
ノジホックスのA, C端子間を電仕計

でチェックしてブリッシ電圧降下率を
求めて下さい。

o

o

プリッジボックス

図2 3 

，，， ジ 法 真の 校正値 0.5 sq線材によるブリッンポックスA
lアクチフ＾ 1ダミ ー ベネル表ホ校正値XI C間に印加される電圧降下率％（＋20℃)

2ゲ ー ジ法 2アクチプ ” Xも
対辺2アクチフ・

” Xも
フロ：蜘：、

長 20m 5 0 m, 100ml 200m 
4ゲ ー ジ法 4アクチフ，

” x十
変換器 4アクチプ ” X 1※ 600 - 2. 1 - 6. l - 1 1. 5 - 2 0. 7

1 2 0 - 1. 2 - 3. 1 6. 1 - 11. 5
3 5 0 - 0.4 - 1. 1 2.2 4.3 
5 0 0 - 0.3 - o. 8 - 1. 5 3. 0

1 0 0 0 - 0. 2 - 0. 4 - 0.8 l. 5
換器出力は1ゲ ー ン法に対応するよっ
になっています。 例

気温2 0℃ケ ー フル長1 0 0 mの場
合表よりゲ ー ジ抵抗が1 2 0 0であ
るとプリッジボノクスA, C端子間
で一 6.1％プリッジ電圧が小さくなる
ので
真の校正値＝0.9 3 9 Xパネル表示校
正値となります。
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3 - 5 特殊な使用法
ここではスリッ プリング、 差動トラン
スを用いる楊合と、 他社製動ひずみ測
定器との同期について述べます。

3 - 5 - 1 スリップリングを用いる場合

(1) それぞれのプリッシに4個のスリップ
リングを用いる場合

スリソプリング

A

図2 4 

E端子はA, B ,  C ,  Dのいずれとも
接続しないこと。

(2) 共通なブリッジ電源を用いて多チャン
ネルの測定をする場合

共通プリッシ

い測定 が可能です。
さらに多チャンネルの測定を行う場合

は プリッジ電源回路を別に設ける必要
があります。

3-5-2 差動トランスを用いる場合
差動トランスは一般的に感度が高いため、
プ リッシ電源 の周波数を低くする必要があ
ります。 このため、 内部の平滑回路、 Cバ

ランス回路の変更を要しますので、
6M61,62 をそのままで用いる ことはで

きません。
3-5-3 他社製 AC 式動ひずみ測定器と

の同期のとり方
ブリッジ電源 用発振回路はいろ いろあり、
各社共独自の回路を用いているのが現状で
す。
旧形のものでは引込み式の回路のものもあ
りますが最近は 発振 回路とバッファ回路が
分けられ ているも のがほとんどです。
一般的には同期用出力をバッファ回路（直
流増幅器）を通して電圧レベルを調整し各
ユニ ットに供給します。本器の信号レベル 

は 2.5 VitMS (7.0 7 1 Vp-p)です。 他社の 

同期用信号レベルは各取扱説明書に従って 

下さい。

レベル調整

ー
ー
ー
1
1
1

J

1
1
ー
ー

J

―

―

 

―

＿

 

l

恥一

図2 5 

各増幅器の同期をと り、 そのうちの 1

台からブリッジ電源EBを供給します。
この場合供給可能な電源は土5 OmA 
p-pであるのでプリッジ抵抗値と、 ブ

リッジ数 が制約されます。
本器の入カインピ ー ダンス は非常に高
いので、 各チャンネル間の干渉の少な

図 2 6 
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4. 動作原理

前四培幅段 加狩器 分圧器 Iuj期検波器 電力増幅器 電力増幅段
中力 1

O) 贔NC)

校正電圧発生
回 路

(CAL) 

モ メ ー ク

容撼不ギ衡分
調整 回路

(C BAL) 

回 路

モニクメ ー タ

14Pマルチコネクタ

発振器ON
-OFF切換器 抵抗不平衡分

調整 回路
(R BALI 

鼈 源 部
+12V

AC!OOV 

図2 7 

プロック図に従って回路の説明をします。
(1) 前置増幅段

この段の入力はブリッジボックスまたは
変換器からの信号でこれを高入カインピ
ーダンスを持った差動増幅段 により増幅
します。
本器の差動入カインピ ー ダヽノスは 5KHz

でも2 0 0kQ以上のイソピーダンスがあ
り変換器の出カイソピーダンスがlKO
であっても本器との接続によって生ずる
誤差は o. 5％以下になります。

(2) 加 算 器
この段には、前置増幅段の出力と、 校正

電圧、 容量不平衡分調整回路、 抵抗不平
衡分調整回路からの出力が加えられます。
利得の調整ができ X 1~X 1/2.5 の間を
連続可変できます。

(3) 分圧器、 同期検波器
分圧器を回すと 0~X 1 の問で信号を分

圧し、 この出力をバッファを通して同期
検波器に加えています。 同期検波器はブ
リッジ電源の搬送周波数と同期して、 抵

抗成分は0 0 位相、容量成分は90 ° 位
相でそれぞれ検波しています。

(4) フィルタ段から出力
抵抗成分の信号は、 ひずみ測定に必要な
信号であり、 これをフィルタで平滑に
します。この信号を増幅して、出力 1

(BNC)に取出します。 この出力は
土 1 OV, 5mA ですが、 さらに電流増幅段
を通し士 10V,75mA の出力 2 としてい
ます。

(5) モニタメ ー タ回路
従来の機械式メ ー タと異り 1 7 セグメン
トの発光ダイオ ー ドにより電子的に出力

電圧を表示します。 中央の緑色の発光ダ
イオ ー ドは出力電圧が士約 lOOmV以内
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の時に点灯します。
出力過大時には過大側の発光ダイオ ー ド
が点滅して容易に出力のチェックができ
ます。

(6) 校正電圧 発生回路
前置増幅器の 後より印加され、 校正量は
4 ゲ ー ジ法の出力を 1 ゲ ー ジ法換算した
値0ゲージ法のひずみ量 ー 出力電圧の

非直線性がない）です。
(7) 容量不平衡分調整回路 (C BAL)

6M6 1, 6 2 形とも同様に、 電子的に調
整を行います。調整範囲は入力において
約 2000p F でプリッジ電源、 ブリッジ
抵抗 によって変りません。

(8) 抵抗不平衡分調整回路 (R BAL)

調整範囲は 6M61,62 とも士約 5000

XlO
―

'ひずみで、ブリッジ電圧、 ブリッ
ジ抵抗によって変りません。
6M61形では抵抗調整ツマミ (R BAL) 

の 1 0 回転ボテソショメ ー タで調整しま
す。
6M62形では自動調整スイッチ (AUTO)

を押すことにより電子的に調整を行いま
す。 不平衡分は 1 回転のトリマ ー (R

BAL) によって入力において土約 50X

1 0
―

'ひずみの範囲で微調整できます。
それぞれのポテソショメ ー タは外側ツマ
ミを回すとロックできます。
振動下の測定では必ずロックして使用し
一般測定においても、 抵抗調整ツマミ
(R BAL) の調整後はロックすること

をおすすめします。
(9) 搬送波発振回路、 ブリッジ電源回路

搬送波発振回路は歪率約 0.0 1~0.0 2% 

の発振器です。 同期は、専用のユニット
台、 あるいはケ ー スを用いることによっ
て、 どの位置に本器を収納しても、ケ ー

スのSYNC-OSC切換器をOSC側にす
れば正面から見て左側のユニットが発振
する ようになっています。

背
面
パ

ネ
ル

6
: I

6

7: I 66� I □1

6

6: I 6
6
: 

このユニ ットlが発振し他の 6M62 は
同期される。

図 2 8 

lCH 用ユニ ットハウジングを用いた場
合は常に発振するようになります。
多 CH で 使用する場合は必ず 2CH 以上
のユニットハウジングまたはケースを用
いて同期をとってください。
プリッジ電源回路は、 搬送波を 0 0 と
1 8 0 °成分の 2 電源に分けて、 B ,D 端

子がほゞコモンと同レベルの電位を保つ
ようにしてあります。電流容量は約 6 0

mAp-pでユニット内部のスイ ッチを切
換品ることによって、 0.5V, 2.5V, 4V 

(RMS)のプリッシ電圧を選ぶことができ
ます。 （出荷時は 2.5VaMs にしてありま
す。 ）

プリソジ電圧切換器

2.5V 
o.sv-··· • 4V

図2 9 

注） プリッシ電源部が 2 電源で構成され
ているため、 プリッジボックス先端
でA, B, C,Dのいずれもア ース
と接続しないようにして下さい。
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5, 保 守

これからのチェ ，クはます電源電圧を調へて

から進めて下さい。

直流電圧

交流電圧

11~15V 

90~110V 50, 60Hz 

症状I バランスかとれない

AT.TをOFFにする。 B. Vは2.5 Vか

モニタ
メータの緑の

発光タイオートが点灯
するか？

YES 

ユニノト内部の調整必要

プリソジボソクスに付属のダミ ー 抵抗を付
けて， ATTをOFFから X 1の方に回して
バランスをとる

バランスが

とれるか？

手 直 し す る

測定しているひずみ
ゲー ジの初期抵抗値
か不平衡分範囲を越
えていないか。

NO ブリッジ電圧、 プリッジ回路

をチェックする。

プリソジ
ボソクスのA又は

C端子かコモンE端 ・f
に落ちていないか？

YES 

手 直 し す る

-20-

プリソジからの出力(B.D端子）
がコモンCE端子）に落ちていな
しヽか。



症状2 出力が出ない。

ATTツマミがOFFに

なっていないか ＇

YES 
ATTをXI~X1/100以肉
にする

CALを印加する

：辰

夕

れ
メる

：
：ゞg

YES 

出）J ヶ
なっ

7:〉よ三が断線｛
し、

〖

か＇

手直しする

I こ二

， ユニット内部不良

症状3 バランスかとれたが， 時間と共に零点か移動する

ひずみ
ゲー ジ表面を

かる＜手で押したと
き，モニタメ ー タが

振れるか？

YES 

ひずみゲー ジのはりかえ

ATTをOFFIこし，プl），ノ同路を本体より切り離して

プリ；ジ回跨の絶縁抵抗をはかる

リ ー ド線かどこかでア ＿ スと
接触していないかさかす

ひずみゲー シの
温度補正を行なう、

プリソジ電／七を卜げる

バP,「T'9\
ミ
”、中T ヶ＼ NO PUT I)の出力

ープルか短絡し
ていなし、か
ヽ

|YES 

ひずみゲー ジのはりかえ
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6
仕 様

1. チャ ン ネ ル 数
：

jチャンネル／ 1ユニット
2. 適用 ケ ージ抵抗：

6 00~lK
O 

3. 設定 ゲ ーシ率
：

2. 0 0 
4 . フリッジ電源：

5!Ulz 1=5 % 0.5 , 2. 5 , 
4Vユ ニッ ト

内
部にて切

換

5. 平衡調整方式：

自動バランス(6M6 2) 

手動ハラソス（抵抗値偏差分のみ6M61
)

6. 平衡調幣範囲：

R士約1 %, C 約2000 p
F

7. 自動平衡精度(6M6 2 J 

0.2 %/F 
S 

1 sec 

8. 電圧感度：

1 0 X l 0�ひずみ入力にて0.5
V

ただしプリッシ電圧2.5V，ゲージ率2.
0 

9. 減哀器CATT):

OFF, 1/10 0, 1 /50, 1/20, 1/10, 

1/5, 1/2, 1 

微調幣X 1~X約 1 /2.5

10. 内部校正器：

士5 0,土1 0 0, 士 2 0 0, 土5 0 0，士1 0 0 
0 

士2 0 0 0 X 1 0-•ひずみ

校正器精度 士05%

lJ. 非直線件：

-;--0.2%/F S 

12. 周波数応答範囲：

応答周波数 DC~2KHz 士 1 Oo/o 

13. ロ ーパス フ ィル ク
：

3ボ ール バ タワ ース型

DC~l OH z, DC ~3 OH z 

DC~l OOH z, DC ~3 0 OH z 

14 安 定 性：

零点変動 士0. 1 X 1 0 ―6 ひずみ ／ ℃

惑度変化 士0. 0 5％／℃ 

士0. 2 %/24H

電源俊化 士1 0％に対し

零 点 士0. 0 5%/FS

黙 度 」0. 2 % 

1 5 .雑
音

：

1 6
.
出

A
T T Xlの時 SN比40

d B

5 4 d B ( r ms ) 

AT T Xl以 外 の時SN 比
4 6 d 

ll ( 7'

60dB ( r ms) 

力：
OUTP U

T 
1 

OU TPU

T 
2 

士10
v

土5mA

イン
ピー ダン ス

容量負
荷

0
.

1 µ
F 

士
1 0

v
0 .  5 Q 

17

.

耐

振
性 ；

3 G (3 0 0 0 C 

P

M

, 0
.6 皿）

18
.

電 源
：交流

A
C 1 0 0 V (

90~ 110V)50,
直流 D C 12V(ll~1

5

V
)

19. 使用混度、湿度範 囲

：

-1 
0~+ 5 0℃ 9 O %

R

H 以
下

（ただし結露除 く
）

20
.

外 形寸法
：

21.重

- 22 -

幅 5
0 

X高 さ
l 4 3 

X奥
行2

5 
3紐

（突起部含 まず
）

耳 ．
旱 ・

約 1. 2埒



7. 資 料 編

本器の入力範囲

C ALスイッチの設定と測定可能なひずみ量の範囲
ATT V AR B.V=0.5V B.V=2.5V B.V=4V

スイッチ 調整器 測定範囲 CAL 測定範囲 CAL 測定範囲 CAL 
(X 1 0-,ひずみ） スイッチ位置 (X 1 0

--,

ひずみ） パ｀庁位置 (x 1 o
―

'ひずみ） 刈・万位置
最 大 1 0~ 1 0 0 0 5 0 0 2~ 200 1 0 0 1~ 1 2 5 5 0 

小最 2 0~ 2 5 0 0 1 0 0 0 5~ 5 0 0 2 0 0 2~ 3 1 3 1 0 0 

最 大 20~ 2 0 0 0 1 0 0 0 4~ 400 200 1~ 2 5 0 1 0 0 
レ

／2
最 小 5 0~ 5 0 0 0 2 0 0 0 1 0~ 1 0 0 0 5 0 0 200 3~ 6 2 5 

最 大 5 0~ 5 0 0 0 2000 1 0~ 1 0 0 0 5 0 0 3~ 6 2 5 200 

最 小 1 2 5 0 0 
オ

5000 25~ 2500 1 0 0 0 8~ 1 5 6 3 5 0 0 1 2 0~ 

最 大 1 0 0 0 0 
＊ 

5 0 0 0 2000 5 0 0 1 0 0~ 20~ 1 0 0 0 6~ 1250 
VlO 

最 小 2 5 0~ 25000 不 10000 50~ 5000 2000 3 1 2 5 1 0 0 0 1 5~ 

1/20 
最 大 200~ 20000 

＊ 
1 0 0 0 0 40~ 4000 2 0 0 0 1 2~ 2 5 0 0 1 0 0 0 

最 小 500~ 5 0 0 0 0 ＊ 20000 1 0 0~1 0 0 0 0 
＊ 

5000 6250 2 0 0 0 30~ 

最 大 500~ 5 0 0 0 0 
＊ 

1 0 0~1 0 0 0 0 
＊ 

レo
20000 5000 30~ 6250 2000 

最 小
＊ ＊ 

1 0 0 0 01 2 5 0~125000 5 0 0 0 0 2 5 0~25000 7 5~1 5 6 2 5 5 0 0 0 

最 大 ＊ 5 0 0 0 0 ＊ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 ~100000 200~20000 60~1 2 5 0 0 5000 
v100 

最 小 2500~250000 ＊ 100000 5 0 0~5 0 0 0 0 
＊ 
20000 1 5 0~3 1 2 5 0 ＊ 10000 

OFF 

＊印は以下の方法で校正量を印加して下さい。

〔例］ATTスイッチ1/50,VARツマミは任意、 B.V = 2.5Vで士5000Xl0
―

'ひずみの

校正量を印加したい場合

① ATTスイッチをレ
／

20に設定します。

② CALスイッチを2000(2K)に設 定します。

③ CAL印加スイッチを倒して校正量を印加します。
④ ATTスイッチをV5oに戻します。

-23-





ケ ー ブル類一覧表

ヶーブルの名称 形 状 使用コネクク ！備 考

プリッジボックス

（形式5 37 0) 

多治見無線

PRC 03-

-12A l 0

-7Ml 0.5

売nh
 

0.5Sq 4芯S付(3m)

出カケープル

(OUTPUT 2用）

（形式 47101) 

シールド
（ーと同じ） o. 3Sq 2芯S付(2m)

小 蜂

l 4-3A-S
標準付殿品

出カヶープル AMP I別売
(OUTPUT凋）

｀ 〔
170865-4 

又はDDK
C形式47226 l 

3C-2V (2ml B1'C-P-3C-CR 1(1 

電源ケープル 筐体ア ー ス

ロ
DDK 標準付属品

(AC 10 OV用）
こ

57- 30140 AC IO OV用
コ

（形式47233)
0.5Sq 3芯(2.5ml

電瀕ケープル

(DC 12V用）
＋赤

（形式47227) I 黒 コモソ
／

． 

0.75Sq 2芯(2.5ml

DCIZV 

赤

黒

DDK 

57-30140
別売
DC12V用
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6,8チ ャ ンネルケー
プラグ

多治見 I 別売
ス用電椋ケープル

赤
PRC03 

(DC!2V用） ＋ -l 2Al 0 

-2AFI 0.5

（形式 47229) コモ｀ノ

1.2 5S q 2芯(2.5m)： 
DC12V 

6, 8チ ャ ンネルケー

ス用電源ヶ ー プル ユニットと同じ
(AC! OOV用）

3チ ャ ソネルケ ース用
電掠ケ ー プル ，

1 (AC I OOV用）
ユニットと同じ

(DC 12V用）

ユニットバウジソグ
用電源ヶ ー プル

1チ ャ ソネル
2チ ャ ソネル ユニットと同じ
3チ ャ ソネル

4チ ャ ソネル
(AC!OOV用）
(DC 12V用）

I多治見 別売

プラグ プラグ • PRC O 3
中継ヶープル -12Al0 

-7Ml 0.5 
（形式47230) • PRC O 3

-12Al0 

0.5Sq 4芯／ ー ルト付(!Om) 1 -7Ml 0.5 

多治見 I サll売
• PRC O 3 

延長ケ ー プル
プラグ -1 2A 1 0

ジャック I -7Ml 0.5 
。PRC03 

（形式472 3 I) -32AIO 
-7F I 0.5 

0.5S4 4芯ン ー ルト付(25ml
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外 形 寸 法

1. ュニット単体
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2. ユニットハウジング

(1) 1 CH用 43508形

15 

7
5
 

--l

`:::l巴

143 

135 
ヘ� � ·· 、/

認

2
5
3
 

1

3
 

［言三］品
129 

-28-



(2) 2 CH用 43509形
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(3) 3 CH用 43510形
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(4) 4 CH用 43511形
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3. ユニ ットケ ー ス

(1) 3じH用ベンチトップケ ー ス 7750形
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(2) 6 CH用ベンチトップケ ー ス 7752形
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(3) 8 CH用ベンチトップケ ー

ス 7744形
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(4) 8 CH用ラソクマウントケース 7743形
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4. ファンユニット 43527 形
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5. プリッジボックス 5370 形
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三翠瀧l謡繊式会社

 北 海 道

  札 幌 営業所〒060札幌市中央区北四条西

東 北

（三栄東北昧＞〒980仙台市通り町 

関東・甲信越

東 京 支店〒160東京都新宿区大久保

水 戸 営業所〒310水戸市大工町

土 浦 営業所〒300土浦市桜町

藤沢営業所〒251藤沢市大鋸

（三栄エンジニアリング〉

（本社）〒180東京都武蔵野市中町

 （営業・計測部門）〒181東京都三鷹市下連雀 

本社 〒160東京都新宿区大久保
 工場 〒187東京都小平市天神町

  〒321-0I栃木県宇都宮市針ヶ谷

東海・北陸

名 古 屋支店〒460名古屋市中区伊勢山

 近 畿
  大阪支店〒530大阪市北区茶屋町

  京 都 営業所〒602京都市上京区寺町今出川下ル扇町

  神 戸 営業所〒652神戸市兵庫区西多門通 

中 国

 広 島 支店〒730広島市富士見町

 岡 山 営 業 所〒700岡山市大学町

 九 州

 福 岡 支店〒810福岡市中央区大名

  鹿児島営業所〒890鹿児島市荒田 




